
 

「仙台市特別支援教育推進プラン」について 

 

１ 次期プラン策定の趣旨 

○本市においては、平成 18 年度にまとめた「仙台市における特別支援教育の在り方につい

て（最終報告）」に基づき草創期の特別支援教育を推進してきた。その後、特別支援教育

を取り巻く状況の変化や国の障害者施策の進展等を踏まえ、平成30年3月、「大切なひと

り 共に生きるみんな」を理念とした「仙台市特別支援教育推進プラン2018」を策定し、

施策を展開してきた。 

○現行のプランが令和 4 年度で終了することに加え、令和 3 年 4 月には「仙台市教育構想

2021」が策定され、本市教育の基本理念や基本方針が新たに定められたことから、本市の

特別支援教育施策の基本的な方針について改めて検討すべき時機を迎えている。 

 

２ 現行のプラン及び次期プランについて 

 現行のプラン 次期プラン 

プランの
位置付け 

「第 2 期仙台市教育振興基本計画」を上位計画
とした本市特別支援教育推進の基本方針 

「仙台市教育構想 2021」を上位計画とした
本市特別支援教育推進の基本方針 

計画期間 5年間（平成 30年度～令和 4年度） 5年間（令和 5年度～令和9年度） 

理念 大切なひとり 共に生きるみんな 
現行のプランにおける「理念」及び「主な内
容」を引き継ぎつつ、「仙台市教育構想2021」
に掲げられた、特別支援教育分野に関連す
る基本方針Ⅲ※）を踏まえた内容とする。 
 
※）基本方針Ⅲ 
「個性に応じた一人ひとりの学びを促し、
長所を引き出す学校教育」 

＜主な取組方針＞ 
「多様性に応じた教育機会の確保」 

主な内容 

＜育てたい子ども像＞ 
認め合い、学び合う仙台の子ども 
＜4つのテーマと施策＞ 
①「ふかめる」 
共生社会の実現に向け、相互理解を深める 
②「つくる」 
特別支援教育推進のための体制をつくる 
③「たかめる」 
学校の教育力や教員の指導力を高める 
④「つなぐ」 
切れ目ない支援のため学校・機関等をつなぐ 

検討委員
会の設置 

・設置根拠：「仙台市特別支援教育推進プラン設置要綱」（資料 2） 
・委員 10名（学識経験者、市民、学校教育、その他） （資料 1） 

 

 

資  料  ３ 


